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ちがさき都市づくり通信 
みなさんの意向をプランに反映するため 

意見交換会を実施しました！ 

今後、意見交換会でいただ

いたみなさんのご意見を計画

づくりに活かしていきます。 

◆都市マスタープランの改定骨子案を共有し、 

様々なご意見をいただきました！ 

●ちがさき都市マスタープランの改定にあたっては、「住みたい住み続けた

いまち」を基本的な考え方としています。こうした都市の実現には、

「茅ヶ崎らしさ（価値・魅力）」を市民・事業者・行政（市）で共有

しながらの一体となった都市づくりが大切です。 

●そのため、平成 30 年 5 月から 7 月にかけて、13 地区における「地

域意見交換会」及び「市民のみなさまとの意見交換会」を実施し、都

市マスタープランの改定骨子案に関して共有するとともに、市民のみな

さんと行政（市）の考えている「都市づくり」の方向性について相違が

ないか等、様々な意見をお伺いしました。 

●今回の「ちがさき都市づくり通信」では、意見交換会での主な意見を

紹介いたします。 

●今後は、こうした様々な意見を踏まえて、改定に向けた作業を進めて

いきます。 

清水谷の保全 
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◆13地区における「地域意見交換会」での主な意見  ※実施日時順に掲載 

＜鶴嶺東地区＞ 
■実施日：平成 30年 5月 19日（土）11時から  ※まちぢから協議会役員 28名参加 
■主な意見 
・都市計画道路の整備、狭隘道路の整備についても記載してほしい。 
・人々が交流できる公園やオープンスペースの創出について記載すべきではないか。 
・人口減少と交通の問題をあわせて考えてほしい。 

＜海岸地区＞ 
■実施日：平成 30年 5月 19日（土）16時から  ※まちぢから協議会役員 22名参加 
■主な意見 
・理念や方針は、市や市議会で検討してもらい計画が具現化してきた段階で地域住民に意見を聞くべき。 
・「別荘地」や「風格ある閑静な住宅」という表現は、現実とかけ離れているのではないか。 
・都市計画道路の整備を早急に行うか、現実的な計画に変更すべきである。 

＜茅ヶ崎地区＞ 
■実施日：平成 30年 5月 20日（日）13時 30分から  ※まちぢから協議会役員 25名参加 
■主な意見 
・コンパクトであることを「茅ヶ崎らしさ」としているが、本当にコンパクトと言えるのか。 
・「みどりの空間」が全く足りていないので検討してほしい。 
・地域ごとに特性が異なるはずであり、それによって取組方針も異なるのではないか。 

＜湘南地区＞ 
■実施日：平成 30年 5月 20日（日）17時から  ※まちぢから協議会役員 22名参加 
■主な意見 
・歴史的資源として、湘南地区には旧藤間家があり、地域別構想の中でも触れてもらいたい。 
・乗合交通は、中島からハマミーナへの買物利用も想定されるので、利便性向上に向け検討してもらいたい。 
・若年層の意見も聞く機会を設けてほしい。 

＜浜須賀地区＞ 
■実施日：平成 30年 5月 26日（土）18時から  ※まちのちから協議会役員 24名参加 
■主な意見 
・今後人口が減少していく中で、20年後のまちにとっては、大きな問題となっていくのではないか。 
・都市計画道路等の整備を早急に行うか、現実的な計画に変更すべきである。 

・オープンスペースについて、浜須賀地区では不足していると感じているので、検討してもらいたい。 

＜南湖地区＞ 
■実施日：平成 30年 5月 29日（火）19時から  ※まちぢから協議会役員 18名参加 
■主な意見 
・津波被害を最小限にできるような具体的な対策を盛込んでもらいたい。 
・高齢者が買い物をしにくい環境になってしまっている。どのように商店街を活性化していくのか。 
・都市計画道路等の整備を早急に行うか、現実的な計画に変更すべきである。 

等 

等 

等 
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＜小和田地区＞ 
■実施日：平成 30年 6月 5日（火）18時 30分から  ※まちぢから協議会役員 24名参加 
■主な意見 
・最も問題視されているのは、クラスター火災と交通問題である。これらの問題に対応してほしい。 
・地区には公園や横断歩道が少ない。公園等の公共施設整備を記載すべきではないか。 
・多世代が暮らす地域になってきている。このような地域をどう活性化させていくかが課題だと思う。 

＜湘北地区＞ 
■実施日：平成 30年 6月 10日（日）18時から  ※自治会連合会役員 29名参加 
■主な意見 
・みどりが少ない現状に対する改善策を明確に示してもらいたい。 
・河川に市民が親しみを持てるようにするには、どのように整備すれば良いのか検討してほしい。 
・鉄道の将来展望を確認の上、新駅や香川駅周辺の土地活用、道路網の整備等を検討してほしい。 

＜小出地区＞ 
■実施日：平成 30年 6月 11日（月）19時から  ※まちぢから協議会役員 23名参加 
■主な意見 
・市の平均以上に高齢化が進行しており、地区の活性化のための対応を考えてほしい。 
・快適な住空間、住みやすいまちのためには、一定の人口規模が不可欠。対策を都市マスタープランに位置
づけてほしい。 

＜鶴嶺西地区＞ 
■実施日：平成 30年 6月 16日（土）9時 30分から  ※まちぢから協議会役員 18名参加 
■主な意見 
・計画がしっかりと実現できるように、市の財政状況を踏まえて、方向性を定めていくべきだ。 
・隣接する平塚市のまちづくりと整合性をもたせてほしい。 
・今後 10年間で、高齢者が自分のことを自分でできるという生活環境を整えていく必要がある。 

＜松浪地区＞ 
■実施日：平成 30年 6月 20日（水）9時 30分から  ※まちぢから協議会役員 28名参加 
■主な意見 
・県との実質的な連携体制を構築し、海岸環境の向上に努めてほしい。 
・敷地細分化防止やみどりの保全に事業者への規制強化を含めて取り組んでほしい。 
・空き家が増加しているが実態を把握しきれておらず、対応の相談にのってほしい。 

＜松林地区＞ 
■実施日：平成 30年 6月 22日（金）18時から  ※まちぢから協議会役員 17名参加 
■主な意見 
・千ノ川を水と触れ合える「せせらぎ」のような川へと整備していけるような方向性を示してほしい。 
・市内での地域間格差が生じないように、全市域において都市拠点間のアクセス性を向上させてほしい。                              
・高齢化が進行する中で、交通体系整備は、地域において重要な問題のため、確実に推進してほしい。 

＜茅ヶ崎南地区＞ 
■実施日：平成 30年 6月 23日（土）15時 45分から  ※まちぢから協議会役員 15名参加 
■主な意見 
・各自治会の懸案事項はクラスター火災の防止であり、狭隘道路や敷地細分化対策などを進めてほしい。 
・緑地の確保を、空き家・空き地を活用することを含め、計画的に進めてほしい。 
・より細かい地域毎に、条件に応じた対応を進めてほしい。 

等 

等 

等 

等 

等 

等 

等 



 

4 ページ ちがさき都市づくり通信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆市民のみなさまとの意見交換会での主な意見 

 

発行：茅ヶ崎市 都市政策課 

〒253-8686 

神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎一丁目 1番 1号 

TEL：0467-82-1111(内線 2342) 

FAX：0467-57-8377 

E-mail：toshiseisaku@city.chigasaki.kanagawa.jp 

 

＜若者意見交換会（文教大学学生・卒業生）＞ 
■実施日：平成 30年 8月 2日（木）9時 30分から 
■主な意見 
・自然や海とともに、良い景観があるとやすらぎを感じる。 
・地域に密着したスーパーや商店街、教育施設、公園等がにぎわいの拠点となるのではないか。 
・支え合いのあるまちを形成するためには、挨拶ができる顔の見える関係性が必要。 
・地域の人が気軽に立ち寄れ、地域の人と気軽に交流できる環境が欲しい。 
・ごみ拾いに参加したり、地域の夏祭りに参加してみたい。 
・自分達は地域のことを知らないことが多いので、情報を収集するとともに、ソーシャルメディアで情報発信して
いきたい。 

《次回予告》 

次回は、「ちがさき都市マスタープラン」の改定内容と答申について、ご報告いたします。 

＜市民意見交換会＞ 
■実施日：平成 30年 7月 5日（木）19時から 
■実施日：平成 30年 7月 7日（土）10時から 
■主な意見 
・茅ヶ崎市は、自然環境や文化等が育まれてるため、他市の住民から良い土地だと認識されているのだと思
う。このような茅ヶ崎市の良さを大切にしていきたい。 
・都市計画道路を整備する予定になっているが、今後、茅ヶ崎市の人口は減少し、車の減少が見込まれるた
め、現在の道路で充分だと思う。新しい道路を増やすよりも、既存道路の改良及びバリアフリー化等を優先
的に進めてもらいたい。 
・茅ヶ崎市の景観を綺麗に見せる手法を検討してもらいたい。 
・都市防災の方針が記載されている中で、エネルギーの安定供給の視点も記載できると良いのではないか。 
・多くの子育て世代が流入してきて、若者が出ていかないまちを目指すと良い。そのためには、文化や教育等
に力点を置くことが重要だと思う。 
・友人等からは「何もない」と言われるが、茅ヶ崎市には沢山の魅力がある。茅ヶ崎市の魅力を上手くアピール
していきたい。 等 

等 


